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【目的共有】 
 

「メンター、メンティ一緒に研修するケースはまれですが、一緒に行うこ
とで共通認識、共通言語を持つことにつながるため、メンタリングが進
めやすくなるというメリットがあります。 
 

本日の目的は大きく二つ、メンター制度を効果ある取り組みにするため
に、メンター制度の理解とメンタリング実施にあたり知っておくべきポイ
ントを確認します。 
 

研修後は実際にメンタリングを開始する訳ですから、しっかり確認頂き、
質問があれば、遠慮なくお願いいたします」 



【メンターの由来】 
 
 「メンタルヘルスからの由来ではありません」   
 
【メンター制度概要】 
 
「まずは、記載内容に目を通してください」 
 
図と合わせて、紹介 
 
「特徴は赤字の部分です。メンターとメンティのペアを決めて、1：1で定期的、 
継続的に実施します。また、直属の上司や先輩ではなく異なる部門の上司や
先輩とのペアを組む、つまり斜めの関係で実施します。そのメリットは、斜め
の関係だと利害関係がない（評価などに関わらない）ため、本音で相談しや
すいという点と言われたことを素直に受け止めやすいという点にあります。ま
た、部門が違うからこその考え方や価値観なども勉強になります。」 
 
「反対に、難しい点があるとすれば、実務に関することはアドバイス、支援が
できないということです。ただ、実務については、直属の先輩や上司がすれば
いいわけで、わざわざメンター制度を入れる必要がありません。会社のこと、
環境のこと、人間関係、その他、気になったことや困っている、悩んでいること
様々なことを相談できて、サポートできる人がメンターと捉えて頂ければいい
かと思います。人間力や汎用的なスキルを成長させるための存在です」 
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【メンター制度イメージ】  
 
※下記一般論を話した上で、研修実施先の要項をふまえて説明 
 
「メンターとメンティの面談をメンタリングと言います。基本的には、会社の  
 制度として就業時間中に実施します。ペアは変えることもありますが、メ 
 ンター制度自体はずっと継続します。メンティだったメンバーがいずれ 
 メンターになることで、経験をふまえた実施で更にいいメンタリングができ 
 るようになるとともに、育成文化醸成にもつながります」 
 
「事務局に対して、『報告』とありますが、メンタリングにおいて話された内 
 容は誰にも共有しないことが原則です。でなければ、本音で話ができない 
 からです。従って、ここにある報告とは、『実施しました』という実施報告に 
 なります」 
 
「ただ、話された内容があまりに重大な問題の場合、例えばハラスメントを 
 受けているとか家庭内に大きな問題があり、適切に業務を遂行すること 
 が難しいといったような内容の場合は、メンターからメンティに確認と許可 
 を取った上で会社に報告します」 
 
 例）この内容は、あなたにも会社にも大きな影響があると思うので、でき 
   れば会社と相談して解決した方がいいと思うがどうだろうか？と確認。 
   メンティから許可が出れば会社に共有。許可が出なければ、直属の上 
   司に相談するように促す。 
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【メリット確認ワーク】 
 
1．解説 
 
 「では、メンター制度のメリットについて考えてみましょう。個人で考えた後 
  に、どんな意見が挙がったか、グループ、全体で共有を行います。 
  メンターはメンター、メンティはメンティのメリットを考えます。考えた上で 
  時間が余った方は、もう一方（メンターはメンティのメリット、メンティはメン 
  ターのメリット）も合わせて考えてみてください」 
 
2．共有 
   
  グループ共有 → 全体共有  
 
3．講師からコメント 
    例） 
   ＜メンティ＞ 
     ・会社の気軽に何でも相談できる相手がいることの安心感 
      ・自発的な気付き、成長実感につながる  
       ⇒ モチベーションにつながる 
     ・気付き、成長に目を向ける癖づけができる 
 
   ＜メンター＞ 
     ・自分自身を振り返ることでの気付き、成長 
     ・コミュニケーションスキル、育成スキルの向上 
       など 
 
4．追加配布資料を共有し、次ページから一緒に確認 



【メンティの声】 
 

「1分程時間取るので目を通してください」 
 
「赤字部分は、よく出てくる内容です。青字部分は、とても大きな効果と言え
ます」 
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【理想のメンター、メンティ確認ワーク】 
 
1．解説 
 
 「まず、理想のメンター、メンティについて確認していきましょう。進め方は先程 
  と同じで、個人で考えた後に、どんな意見が挙がったか、グループ、全体で 
  共有を行います。 
  今回、考えて頂くのは、先程と逆です。メンティは理想のメンター、メンター   
  は理想のメンティを考えます」 
 
2．共有 
   
  グループ共有 → 全体共有  
 
  ※グループはメンター同士、メンティ同士のグループで設定し、全体共有 
 
 
3．講師からコメント 
 
 「今、それぞれから挙げられた理想のメンター、メンティについて、しっかりと 
  覚えておいてください。特に、「壁をつくらない」「本音で話す」というのは、 
  双方から挙がりました。互いに遠慮しがちになりますが、本音で話せる 
  環境になっていなければ、メンタリングを実施する意味が薄れますので、 
  相手もそうだからということで互いにしっかり本音で話すようにしましょう」 
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【求められるもの共有】 
 
1．ワークで挙げられた意見をふまえながら講師から解説  
 
＜メンター＞ 
④信頼共有：秘密を守る。上司や事務局にも共有しない。ただし、重大な 
         出来事や問題は、本人の許可を得て共有することも検討 
⑤主役は相手、自分ではない 
 
＜メンティ＞ 
①②意欲：主役は自分。本人が意欲的でないと、メンターがいくら 
       がんばってもいくらメンターとして優秀 でも効果がない 
③信頼関係を構築するために（双方に言えること） 
⑤自分に対する忍耐。そんなにすぐに変化・成長はしない 
 

 
「ワークで壁をつくらない、本音でという話がありましたが、メンタリングを 
 効果的なものにするための根本は信頼関係をいかに結べるか、という 
 ことです」 
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【メンタリングがうまくいかないケース要因】 
 
＜効果が出ないケース＞ 
・進行：「半年なら半年、一年なら一年、実施日程を先に決めておきましょう。時間のある時に、 
     だと、確実に実施につながりません。また、なんらかの事情で予定日にできなかった 
     場合は、必ずその場でいつ実施するか振替え日程の再設定を行っておきましょう」 
・目的・テーマ・目標 
     「最初からこだわる必要はありませんが、メンティが自立人間やほっといて欲しいタイプ 
     の場合、メンタリングが「大丈夫です。悩みありません」で終わりかねないので、様子を 
     見ながら、メンターメンティ間で相談しつつ決めていきましょう」 
・問題：「テーマや目標を解決しないまま、次のテーマに移ったり、中途半端に終わることはクセ 
   になるので避けましょう。テーマを変更する場合は、相互に確認、合意の上で変更しましょう」 
・関係性：「どうしても合わない」という場合は事務局に相談することも可ですが、互いに歩み寄る 
      努力を行った上で相談するようにしましょう」 
 
＜起こりがちな失敗例＞ 
・安心できる場 
    テーマ・目標：「高すぎ、低すぎ、どちらもうまくいきません」 
    押し付け：「メンターから、自分の場合はこうだったという事実共有はいいが、それが正解 
           という形での押し付けは避け、メンティの意見や考えを聞きながら進めましょう。 
           でなければ、メンタリングがつらい時間になりかねません。 
・直属の上司・先輩との関係性 
    「まれにですが、自分が知らないことをメンターが知っているということに対して、ジェラシー 
    をやくというか、よく思わない人がいます。それを防ぐために、会社としてメンター制度の意 
    義や目的、進め方を全社、関係部門に共有を行っておく必要があります」 
・極度の依存、構い過ぎる：「目的がメンティの成長なので、これがよくないことは分かりますよね」 


